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I 学生の学習への配慮
学生の学習ぶりや，講義内容に関する学生の習熟度に特別の配慮もせず
仕事のできる大学教員は幸せである。こうした仕事ぷりは，資質，基礎学
力，学習意欲のどれをとっても一定の水準を超えている学生のいることな
ど，たしかに伝統的な大学像にとっては当然であるが，今日では稀有とし
か言えない条件の満たされる大学にあってはじめて許されるものなのであ
ろう。
これに対してわたし自身は，この20年近く地方の私立大学で法学部教員
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として働いてきた。そして今では，いやでも学生の学習や習熟度の問題に
取り組まざるをえないと考えるようになっている。たしかに，こう考える
までにはそれなりの年月が必要であったし，こう考えるにいたったきっか
けも色々であった。しかしあらためて整理すれば，ゼミナールの時間など
の折りに，おそくも前年までにはわたしの担当講義科目<f憲法j。本年2000年
4月からは「憲法一部Jと改称)を履修したはずの学生を観察したことがきっか
けの第ーだった。まったく残念なことに，そこそこの成績で単位をとって
いる学生であっても，大方はこちらが悲しくなるほど不十分な理解に止
まっていて，憲法学の基本的な枠組みすらわかっていないし，ごく基本的
な用語の意味さえ，まったくのうろおぽえなのである。また他方で，国際
法や行政法など，憲法の講義よりも上級学年向けの講義担当者からは，わ
たしに対して， r圏内法と国際法の関係を話したのかJ，r司法権の観念につ
いて教えているのかJ，r地方自治の問題を扱ったのかJ等々，かれらが学
生の無理解ぶりにおどろいて発したとしか思えない質問がしばしばなされ
る。実際には，こうした質問に関連する項目を，わたしはいずれについて
も毎年の講義の中で何回か扱っている。それにもかかわらず，こうした，と
きとしてわたしへの叱責のニュアンスさえ感じ取れる質問が繰り返され
る。これも，わたしが学生の学習や習熟度に関心を持たざるをえないと考
えるようになったきっかけなのである。そして最後は，大学入学年齢層の
急減のために，他の多くの大学と同様，わたしの本務校においても今後年
を追うごとに一層の学生の学力低下が避けられそうにないということで，
現にわたし自身，学生のある程度の学力低下を，すでに過去数年のあいだ
に試験の採点などを通じて実感しはじめている。
このノートは，以上のような問題を感じた，憲法諮義すなわちひとつの
実定法講義，を担当する者による，講義の改革を目指した一つの実践報告，
具体的には，改革の手だてとして導入した「小テストJに関する報告であ
る。たしかに，これは， r教育の仕方」について特別の教育をうけたり研究
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したりしたことのない，その意味で教育の素人による報告でしかない。し
かし，それにもかかわらず，このように活字にして，関心を持っていただ
ける同業の方々に参照を願うのは，第一に，本務校の学生の学力水準が，全
国の私大法学部の学生全体との比較で中程度のもののようであり，決して
特別に劣った例外的なものではないこと1)からして，また，入学希望者減に
よる学生の学力低下が，今後ますます多くの大学に共通な問題となるはず
であること 2)からして，結局，学生の学習の増進や習熟度の向上への特別の
配慮という問題が，多くの大学教員にとって共通の課題となると考えたか
らである。さらに，これにもうひとつ付げ加えさせていただ貯ば，この小
文で示される実践での工夫，とりわけ教員の負担をできるだけ増大させず
に効果を得るための工夫が，それなりの有用性を主張できるのではないか
と思われたからでもある。
1 r憲法一部」と「小テストJ
1 憲法一部の現況
小テストを導入した科目は「憲法一部J(上述のとおり，本年4月から正式名称
がこう変わった。従来は「憲法J)で，本格的な小テスト導入からすでに 5年以
上たった九「憲法一部Jは，筆者の本務校・東北学院大学(宮城県仙台市刊の
法学部1年生を対象とした専門教育科目で，必修科目ではないが対象学年
のほぽ全員が登録し，再履修者も含めた登録者数は500名程度(1年生400
名，再履修者100名ほど。本年， 2000年度の登録実数は 1年生418名〈他
学部生3名を含む)，再履修者102名)。この科目は，すべての登録者を収
容できる大教室を使い，毎週1回90分， 1年聞を通じて実施される 4単位
科目で，内容は，伝統的な憲法学の全領域である九
現在の教材は，教科書は芦部信喜『憲法新版補訂版J(1999年，岩波密底)，法
令集はf!J、六法J(有斐閣)の最新版，判例集としては野中俊彦・江橋崇編『簸
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法判例集7版J(1997年，有斐閣)を使うほか，ほぽすべての登録者が金子宏
(ほか)編『法律学小辞典3版J(1999年，有斐閣)を所持している九
2 小テストの概要
「小テストJは年間5回行い，受験資格は原則的に一年生に限り，再履修
者には認めていない九小テストの成績は，後に詳しく見るとおり， i憲法J
の単位認定や成績に，ある程度関連させている。実施日程はできる限り早
く学生に知らせるとともに，試験前に，出題形式や出題範囲とともに，前
年度同時期に出題した問題を資料として配付しておく。試験は，教材の基
本的内容の理解を確かめるもので， B5判のマークシート用紙を用いて，
マーク式で解答する 30から 40程度の問題と，記述式で解答する数問を出
題し，実施後はできる限りはやく(基本的には試験実施の翌週に)結果を
発表するようにしている。
111 実践報告 <f小テストJ)
1 ねらいと到達目標，成績の扱い
A) 学習量の増大，習熟度の向上，熱心だが能力不十分な受講者の救済
(1) 学生へのアンケート結果によると，各人が履修しているすべての受
講科目についてみても，授業時間を除く一日あたりの平均学習時間は，教
員によって義務付けられた作業の時間を含めて，せいぜい 1...2時間程度と
いうのが圧倒的である。「憲法一部Jの配当学年である 1年生については，
教員の側から何も働きかけずにいれば，定期試験の前に各受験科目につい
てせいぜい数時間の準備が行われるかどうか，ということになってしまう。
このため，小テストの準備という形で，各国についておそらく最低でも
1...2時間，ていねいに行うのであれば数日間の試験準備の機会を年間で5
回設付ることよって学習量を増やすことは，受講者の元来の学習量が絶対
的に不足しているので，一定の意味があると言えるだろう。また，大学生
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になるまで，定められた日時の試験に備えて，計画を立てて準備するとい
う習慣さえ身につけていない受講者も少なくない。小テストの実施がこう
した者への働きかけになることも期待される。
(2) 小テストの受験準備を通じて習熟させようとするのは，後に見ると
おり，関係法令 (r日本国憲法J)・判例・教科書の基本事項である。
(3) さらに，一般的な想像をはるかに超える受講者間の大きな学力較
差8)を考え，熱心ではあるが能力の十分とはいえない受講者を救済するこ
とも小テストのねらいとしている。
B) 具体的な到達目標
(1) r日本国憲法Jの条文を複数回読ませる。「日本国憲法Jの基本構造
を理解させる。
(2) 野中・江橋 I憲法判例集jの使い方に慣れさせる。重要な憲法判例
については，関係事件での事実の概要を含めてその内容を理解させる。
(3) 芦部f憲法jに登場する，基本的な用語等を理解させる。この教科
書の基本構造を理解させる。
C) 成績の扱い
それぞれ100点満点で採点する前期試験 (7月)と後期試験 (1月)の平
均が，原則として「憲法一部Jの成績とされ，その平均が60点以上の場合
に単位が認定される。
この原則に対し，例外として，全5回の小テストの平均が80点以上であ
る場合には，前期と後期の平均が60点未満であっても 40点以上であれば，
年間の成績を 60点とし，この場合も単位を認定する。なお，全5回の平均
が90点以上である場合には，前期と後期の平均が60点以上であることを
条件に，その平均点に5点上積みした点を年間の成績としている。
一見してわかるとおり，前者は先に述べた「救済Jの具体的内容であり，
後者は前・後期試験だけでも及第できそうな受講生への配慮であり，こう
した扱いをすることについては，第1回の講義の際にプリント(資料 (1)
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資料(1 ) 成績評価の方法について (2000年度)
(6) 
中村英(ひでる)
(連絡)土樋キャンパス研究室・電話721-3315
E-mail nakamura @ tscc_tohoku・gakuin.ac.jp
2000 r憲法jの成績評価の方法について
(1) 年間成績を計算する原則的な方法
「前期試験 (7月に実施予定)Jと「後期試験(来年1月
に実施予定)Jの平均(=(A))を年聞の成績とします。
(2) 小テスト〔再履修者には受験資格がありません〕の扱い
① (1)の (A)が60点以上の者であって，同時に小テストの平均
が90点以上のものについては，年間の成績を (A)+5としま
す。
② (1)の (A)が60点未満40点以上の者であって，同時に小テス
トの平均が80点以上のものについては，年間の成績を60とし
ます。
なお，小テストは前期に 2回，後期に 3回，合計5回実施する予定
です。また，正当理由での小テストの欠席は，回数が1固までであれ
ば， 4回分の総得点を4で割ったものを平均として扱い，正当理由のな
い小テストの欠席は，その欠席回の小テストの成績を O点とします。
(3) 課題の扱い
上の(1)と (2)(再履修の人は(1))によって合格点を得ても，複
数回出される予定(昨年度はこう予告しながら，実際には 1回しか出
せませんでした)のすべての課題を提出しなくては，単位を認定され
ません。
(以上)
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参照)で知らせるとともに，同一のプリントを掲示してできる限りはやく
学生に伝えるようにしている。また，上のような成績の扱いであるため，小
テストは受験しなくても直接的な不利益のないものだが，実際には，圧倒
的に多くの一年生が受験している九
2 出題形式と内容
出題の形式は， 4つまたは5つの解答群から正解を選びその番号をマー
クさせるものを主とし，さらに，単語または短文を自書する形で解答させ
るものもとり入れている。
小テストの出題内容は，既述の到達目標に対応して，基本的には6つの
タイプを用意しているo
(1) 日本国憲法の特定の条文を示し，その中で空欄となった部分の文言
を尋ねる問題。
(例 1) (それぞれの正解を①~⑤の中から選び，解答用紙にマークし
なさい。
日本国民は， (1) [①公正と信義，②安定と正義，③公正と
安定，④秩序と公正，⑤正義と秩序]を基調とする国際平和
を誠実に希求し，国権の発動たる (2) [①紛争，②闘争，③
混乱，④滅亡，⑤戦争]と，武力による (3) [①挑発，②交
渉，③攻撃，④干渉，⑤威嚇]又は武力の行使は， (4) [① 
領土問題，②人種問題，③海上紛争，④国際紛争，⑤経済
紛争]を解決する手段としては，永久にこれを放棄する。)(本年
度第2回小テストでの出題例)
(例2) (つぎの (1)と(2)に入るべき言葉を書きなさい。
皇位は， (1) [ ]のものであって，国会の議決した (2)
[ ]の定めるところにより，これを継承する。)(本年度第1
回小テストでの出題例)
(2) r日本国憲法Jの特定の章を指定し，その表題とその章が第何条か
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ら始まるかを尋ねる問題。
(例3) ((1)日本国憲法の第10章の表題を答えなさい。
(2)日本国憲法の第10章は第何条から始まっているか答えな
さい。)(本年度第2回小テストでの出題例)
(3) 憲法上の論点に対して特定の立場から述べた意見を示し，それが判
例の立場と合致しているかどうか尋ねる問題。
(例4) (判例に照らし正しければ①，誤っていれば②をマークしなさ
し=。
(16)一般会社は，採用時に応募者の思想調査をしても憲法19条
に反しない。 /(17)国家公務員法102条1項による人事院規則
への委任の仕方はおおまかすぎる点で若干問題がある。)(本年
度第2回小テストでの出題例)
(4) 簸法学上の基本用語等の意味を尋ねる問題。
(例5) <+連合国 11カ国の代表者から成る日本占領統治の最高機関。
(18) [① GHQ，②三省調整委員会，③対日最高会議，④
極東委員会，⑤枢密院J)(本年度第1回小テストでの出題例)
(5) 教科書(芦部『憲法J)の特定の章を指定し，その表題を尋ねる問
題。
(例6) (教科書第7章の表題を答えなさい。)(昨年度第3回小テストで
の出題例)
(6) 憲法学上の主題を提示し，その主題が教科書の第何章で最も詳しく
扱われているのかを尋ねる問題。
(8) 
(例7) (それぞれの事項につき，それをもっとも詳しく扱っているのが
教科書の第何章であるか，その章の数字をマークすることによっ
て答えなさい。ただし，正解が11以降である場合は，その正解
の章の数字のーの位の数字をマークしなさい。(仮に正解が13章
なら③をマークする。)
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(51)知る権利 (52)政教分離 (53)憲法変遷論 (54)二重
の基準論)(昨年度第5回小テストでの出題例)
3 事前準備
A) 学生への告知
(1) 小テスト実施日の予告
実施日程については，講義進行予定表で学生に予告している。本年度の
例では， 4月14日の第1回講義の際に，前期分の講義進行予定(資料 (2)
参照)のプリントを配付し，その中で，第1回，第2回の実施日 (5月19
日と 6月16日)を伝えた。この講義進行予定は掲示板でも半年間掲示し続
けることにしている。なお， 10月， 11月および12月に実施予定の第3回
から第5固までの実施日は， 7月14日配付の後期分の後期進行予定で発表
した。
(2) 出題範囲，出題形式等の予告
各国実施の数週間前(本年度の場合，第1回では4週間前，第2回では
3週間前)に，出題範囲，出題形式を連絡するためのプリント(資料(3)参
照)を配付する。
(3) 前年度問題の配付
また，教員の側で特別の配慮をしない場合，上級生などから前年度の問
題のコピーをもらえる者とそうでない者との条件の差が生じてしまうこと
を考慮して，各回の数週間前(本年度の場合，第1回では3週間前，第2回
では 2週間前)に，前年度同時期に出題した小テスト問題(資料 (4))を
資料として配付する。なお，各国小テストの内容の過半は前年度同時期の
問題と同ーまたは類似のものとしているが，これは，必ずしも能力の高く
ない受講生の準備意欲を引き出すようにつとめているためである。
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資料 (2)r講義進行予定J(2000年度前期分)
2000年度「憲法j第1回皇2盆(全2枚中の)
中村英(ひでる)
(連絡)土樋キャンパス研究室・電話721-3315
E-mail nakamura@tscc.tohoku-gakuin.ac.jp 
2000年度「憲法J講義進行予定(前期分)
第 1回 4月14日(金4) rエホバの証人剣道実技拒否事件J紹介
「憲法J開舗にあたって
第 2回 4月21日(金4) 第1章一憲法と立憲主義(全)
第 3回 4月28日(金4) 第2章一日本憲法史(全)
(5月5日は休日のため休講)
第 4回 5月12日(金4) 第3章一国民主権の原理(前半)
第 5回 5月19日(金4) 第3章一国民主権の原理(後半)
第 6回 5月26日(金4) 第4章一平和主義の原理(全)
第 7回 6月 2日(金4) 第5章一基本的人権の原理(前半)
第 8回 6月 9日(金4) 第5章一基本的人権の原理(後半)
第 9回 6月16日(金4) 第6章一基本的人権の限界(全)
【小テスト:1回目】
【小テスト:2回目】
第10回 6月23日(金4) 第7章一包括的基本権と…(前半)
第11回 6月30日(金4) 第7章一包括的基本権と…(後半)
第12回 7月 7日(金4) 第8章一精神的自由権(1) (前半)
第13回 7月14日(金4) 第8章一精神的自由権(1) (後半)
* なお，上の予定どおり進行しなかった場合は土曜の3時限に補講をすることが
あります。
* 9月の補講期間には，この科目の補講をやる予定です。
* 今年の教科書は，芦部信喜『憲法新版補訂版j岩波書庖1999年(上の予定の
内容はこの本の順序と章だてに従っています)で，野中・江橋『憲法判例集[第
7版]J有斐閣1997年と金子ほか『法律学小辞典・3版j有斐閣1999年も必須
の教材です。
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資料 (3)r第2回小テストjの予告 (2000年度)
初00年度「憲法j第6図鑑2並(全3枚中の)
2000年5月26日
中村英(ひでる)
(連絡)土樋キャンパス研究室・電話721-3315
nakamura@tscc.tohoku-gakuin.ac.jp 
2000 r憲法j第2回小テスト (6月16日)について(連絡)
(1) 受験資格者 2000年度の新入生
(2) 解答形式 マークシート用の解答用紙をつかいます。
(3) 出題範囲
① 「日本国憲法jの前文および，第I条から第12条までの条文の一部を引用して，
その中の空欄にした部分の用語を答えさせる問題。大部分の問題では，いくつか
の解答候補から正解を選ぱせ，その番号をマークさせるのですが，一部では，解
答用紙の裏面をつかって解答を記述してもらいます。
② 教科書，芦部信書(あしべのぷよし)r憲法・新版補訂版jの 54頁から 113頁ま
での範囲にある基本的用語等の意味を説明あるいは定義する文を示して，その用
語が何であるかを答えさせる問題。なお，解答用紙の裏面をつかつて用語等の説
明を記述式で答えてもらう問題もだします。
③ 野中・江橋『憲法判例集(第7版)Jの1頁から 44頁までの内容の理解を確か
める問題。大部分の場合，いくつかの解答候補から正解を選ぱせ，その番号をマー
クさせるのですが，一部は，解答用紙の裏面をつかつて解答を記述してもらいま
す。
④ 日本国憲法の 11ある各車の表題が何であるか，また各章の最初の条が何条であ
るかを答えさせる問題。
(以上)
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資料 (4) 配付した前年度の問題(第2回小テスト用)
2000年度「憲法J第7図鑑2並(全2枚中の)
資料:昨年度 99憲法第2回小テスト問題
(試験時間は， 15分間)
1 (1)"""(20)それぞれの正解を①~⑤の中から選ぴ，解答用紙にマークしなさい。
〈天皇の(1)[①国政，②神道，③日常生活，④国事，⑤財務]に関するすべての行
為には，内閣の(2)[①指示，②命令，③指示と承諾，@助言と承認，⑤援助と監督]
を必要とし，内閣が，その責任を負ふ。)(日本国民は， (3) [①公正と信義，②安定
と正義，③公正と安定，④秩序と公正，⑤正義と秩序]を基調とする国際平和を誠
実に希求し，国権の発動たる(4)[①戦争，②闘争，③混乱，④滅亡，⑤紛争]と，
武力による(5)[①挑発，②交渉，③攻撃，@干渉，⑤威嚇]文は武力の行使は， (6) 
[①領土問題，②人種問題，③海上紛争，④国際紛争，⑤経済紛争]を解決する手段
としては，永久にこれを放棄する。)(日本国民たる要件は， (7) [①戸籍法，②法律，
③民法，④国籍法，⑤憲法]でこれを定める。)(われらは，平和を維持し， (8) [① 
内戦，②内乱，③専制，@公害，⑤汚染]と(9)[①隷従，②戦争，③隷属，④腐敗，
⑤汚濁]，圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において，
名昔ある地位を占めたいと思ふ。われらは，全世界の国民が，ひとしく(10)[①貧困，
②欠乏，③疾病，⑤差別，⑥恐怖]と(11)[①欠乏，②恐怖，③貧困，④災厄，⑤天
災]から免かれ， (12) [①繁栄，②幸福，③平和，④静粛，⑤静寂]のうちに(13)[① 
生活，②存続，③生存，@成長，⑤繁栄]する権利を有することを確認する。)(天
皇は， (14) [①国民，②臣民，③日本，④日本国，⑤日本国民]の象徴であり(15)[① 
日本国存続，②国民統一，③日本国民統合，④国家統合，⑤国家存続]の象徴であ
って，この地位は， (16) [①主権，②統治権，③納税義務，④幸福追求権，⑤人権]
の存する日本国民の(17)[①一般意思，②一存，③判断，@役票，⑤総意]に基く。〉
〈この憲法が(18)[①世界，②人間，③人，④人民，⑤国民]に保障する基本的人権
は，侵すことのできない(19)[①永続的な，②強固な，③長期に及ぷ，④永久の，⑤
確実な]権利として，現在及び将来の(20)[①世界，②人間，③人，④人民，⑤国民]
に与へられる。〉
1 (21)""" (25)それぞれの正解を①~⑤の中から選ぴ，解答用紙にマークしなさい。
.すべての人権について，それを制限することによってもたらされる利益とそれを
制限しない場合に維持される利益とを比較して，前者の価値が高いと判断される場
合には，それによって人権を制限することができるとする違踏審査の基準。 (21)[① 
より制限的でない他の選びうる手段の基準，②目的・効果基準，③合理性の基準，④
比較衡量論，⑤二重の基準論1・近代人権宣言の前史において大きな意義を有する
1689年の文密。 (2)[①独立宣言，②権利章典，③人権宣言，@臨奴解放宣言，⑤
独立宣言1・その 1条で「すべての人は，生来ひとしく自由かっ独立しており，一
定の生来の権利を有するものである。これらの権利は，人民が社会を組織するに当
たり，いかなる契約によっても，その子孫からこれを奪うことのできないものであ
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るJと規定した 18世紀後半の憲法。 (23)[①ワイマール憲法，②ヴァージニア憲法，
③ジャコパン憲法，④人民憲章，⑤スターリン憲法1・第二次大戦で敗北した日本
と連合国との平和条約で，後者による日本占領を終結させたもの。 (24)[①ヴェル
サイユ(平和)条約，②下関(平和)条約，③ロンドン条約，@ウィーン条約，⑤サン
フランシスコ(平和)条約1・法学の対象を実定法に限定し，実定法の論理的解明の
みを法学の任務と考える立場。 (25)[①自然法主義，②実定法主義，③現実主義，④
功利主義，⑤法実証主義]
凹 (26)-.， (40)の内容が， (特に正誤判断の基準にすべき判決の明示されている場合
を除き)最高裁の判例に照らし正し付れば①，誤っていれば②をマークしなさい。
ただし，すべての問題に対して①だけまたは②だけをマークした場合はO点とし
ます。
(26)民事裁判権は天皇に対して及ばない。/(27)裁判所は原則として，高度の政治性
を持つ条約が合憲か違憲かをも判定できる。/(28)昭和42年3月29日札幌地裁判
決によれば，自衛隊の通信線は自衛隊法 121条の防衛用器物ではない。 (29)平和的
生存権は原告適格の基礎にならない。/(30)一般会社も法令の許す範囲で政治献金
をすることができる。 (31)一般会社の場合は，採用時に応募者の思想調査をすると
憲法 19条に違反する場合が生じる/(32)国家公務員法 102条 1項による人事院規
則への委任の仕方は違憲ではない。/(33)一般に，裁判所は大学での単位授与の是非
をめぐる争いを判断できない。/(34)一般に，監獄の中にあっても閲読の自由は認め
られる。/(35)既決の者だけでなく，未決の者についても，喫煙禁止という措置だけ
でただちに違憲とされることはない。/(36)外国人は，日本に在留する憲法上の権利
を持っている。/(37)外国人に地方参政権を与える法律を作るとすると，その法律
は，国民主権の原理に反して違憲とされる。/(38)平成8年5月16日の東京地裁判
決によれば，外国人は重要な権限を直接行使する国家公務員になれない。/(39)税理
士会が特定政治団体への政治献金のために，会員から特別会費を徴収することは認
められない。/(40)不敬罪は天皇に対する名普段損罪ある。/
以下の問題は解答用紙の裏面に解答欄を作って答えなさい
IV 次の文は，日本国憲法の一部分です。空欄(1)と (2)に入るべき言葉を答え
なさい。
「この憲法が国民に保障する自由及び権利は，国民の不断の努力によって，これを保
持しな抄ればならない。文，国民は，これを(1)( )しではならないのであっ
て，常に (2)( )のためにこれを利用する責任を負ふ。J
V 次の(1)と (2)のふたつのの言葉の意味を簡潔に説明しなさい。
(1)社会栂 (2)戦争
VI (1)日本国憲法の第6章の表題を答えなさい。
(2) 日本国憲法の第6章は第何条から始まっているか答えなさい。(以上)
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B) 問題冊子の作成
(1) 問題版下の作成
問題文の文字を組む際に，現在はパソコンのワープロソフトを利用して
いる。ワープロ専用機を使っていた 3年ほど前までと比べて文書容量が大
幅に増加したため，出題順序を変えることで， B4判全面大の問題を 5パ
ターン作ることが大変容易になった。
なお，このように，各回の小テストの内容を5パターン作るのは，試験
の際，各受験者に対して周囲の受験者の答案を覗きたいという誘惑を少な
くするためだが，面倒を承知で，こうすべだきと判断したのは， 550席程度
の教室で400人ほどが肩を並べて受験しなくてはならないという，受験コ
ンディションを考慮したためである。受験者に対しては，各自の学生番号
(7桁の数字)のーの位の数に応じて，解答すべき問題パターンを指定して，
解答してもらっている川。
版下としては，問題冊子の表紙用の文言(資料 (5)参照)を，上の5パ
ターンの問題文(資料 (6))の他に用意する。
(2) 問題の印刷
表紙の面を含めて B4判6面となるが，両面印刷とするため一組の問題
冊子分は全3枚となる。印刷にあたっては，現在3台を同時に利用できる
学内の軽印刷機(理想科学工業社製のRISOGRAPHFR375型または
FR395型。印刷速度は毎分最高120枚程度)を利用している。
(3) 問題冊子としてのページセット
両面印刷された 3枚ずつを 1組としてまとめるのには，近年学内に導入
されたページセットの機械((株)デュプロ社製DUPLOP AGE-SETTER 
10)を利用している。
(4) 問題冊子の綴じ
問題冊子を綴じる作業は機械化されていないため， (3)の作業の結果3
枚ずつの組にまとめられた問題をいったん自宅に持ちかえり，小型のス
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資料 (5) 問題冊子の表紙 (2000年度第 1回用}
(この問題冊子表紙の印刷部分はB5判とし，結局実際の表紙の右半分は
空白にしてある)
2000年5月実施
2000憲法小テスト (1)問題
(注意)
(1) ょいと言われるまで，問題の内容を見ないように。
(2) 問題は，それぞれの学生番号のーの位の数字にしたがって，
指定された問題に答えて下さい。解答すべき問題を間違えた
場合は 10点減点になります。
(3) 解答用紙の左には，自分の学生番号を正確にマークして下さ
It ~o 
学生番号のマーク・ミスは 10点滅点になります。
(4) 解答時聞は 15分間です。終了の合図があったらただちにや
めて， 解答用紙の回収に協力して下さい。
(5) 受験会場のコンディションが悪いのですが，フェアーに受験
して下さい。
残念ながら万一不正が確かめられた場合は，相応の処分をし
ます。
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資料 (6) 2000年度第2回小テスト問題 (5つのパターンのひとつ)
A) 2000憲法小テスト・2回目 2000・6
学生番号のーの位の数が |0または2|の学生用問題
1 (1) --(10)それぞれの正解を①~⑤の中から選ぴ，解答用紙にマークしなさい。
〈日本国民たる要件は， (1) [①国籍法，②戸籍法，③民法，@憲法，⑤法律]でこ
れを定める。)(天皇の(2)[①国政，②神道，③日常生活，④国事，⑤財務]に関す
るすべての行為には，内閣の(3)[①指示，②命令，③指示と承諾，④助言と承認，
⑤援助と監督]を必要とし，内閣が，その責任を負ふ。)(日本国民は， (4) [①公正
と信義，②安定と正義，③公正と安定，④秩序と公正，⑤正義と秩序]を基調とす
る国際平和を誠実に希求し，国権の発動たる(5)[①紛争，②闘争，③混乱，④滅亡，
⑤戦争]と，武力による(6)[①挑発，②交渉，③攻撃，@干渉，⑤威嚇]文は武力
の行使は， (7) [①領土問題，②人種問題，③海上紛争，④国際紛争，⑤経済紛争]
を解決する手段としては，永久にこれを放棄する。)<皇室に財産を線り渡し，文は
皇室が，財産を綴り受け，若しくは(8)[①処分，②収益，③使用，@賜与，⑤分割]
することは， (9) [①皇室経済会議，②皇室会議，③内閣，@宮内庁長官，⑤国会]
の(10) [①議決，②承認，③許諾，④賛成，⑤黙認]に基かなければならない。〉
1 (11)--(15)それぞれの正解を①~⑤の中から選び，解答用紙にマークしなさい。
.憲法 13条に依拠する，いわゆる「新しい人権Jに該当するもの。 (11)[①財産権，
②信教の自由，③裁判を受付る権利，④投票権，⑤プライパシーの権利1 ・すべ
ての人権について，それを制限しない場合に維持される利益とそれを制限すること
によってもたらされる利益とを比較して，後者の価値が高いと判断される場合には，
それによって人権を制限することができるとする違憲審査の基準。(12)[①比較衡
量論，②目的・効果基準，③合理性の基準，④より制限的でない他の選ぴうる手段
の基準，⑤二重の基準論1 ・近代的人権宣言の前史において特別に重要な意味を
持つ 17世紀末のイギリスの文書。(13)[①独立宣言，②権利章典，③人権宣言，④
農奴解放宣言，⑤奴隷解放宣言1 ・「統治行為Jと実質的に同様なもの。(14)[① 
行政問題，②執行問題，③内閣問題，④立法問題，⑤政治問題1・史上最初に，社
会権規定を本格的に登場させた憲法の俗称。 (15) [①ワイマール憲法，②フランク
フルト簸法，③ジャコパン憲法，④人民憲章，⑤スターリン憲法]
I (16) --(30)の内容が，判例に照らし正しりれば①，誤っていれば②をマークし
なさい。ただし，すべての問題に対して①だけ，または②だけをマークした場合
はO点とします。
(16)一般会社は，採用時に応募者の思想調査をしても憲法19条に反しない。/(17)
国家公務員法102条1項による人事院規則への委任の仕方はおおまかすぎる点で若
干問題がある。/(18)一般に，哉判所は大学での単位授与の是非をめぐる争いを判
断できない。/(19)合理的な理由があれば，監獄の中での閲読の自由が制限される
場合もある。 /(20)既決の者についてはともかく，未決の者にまで喫煙を禁じるの
は適当でない。 /(21)憲法3章の人権の保障は，権利の性質上日本国民のみを対象
としているものを除き，わが国に在留する外国人にも及ぶ。 /(22)法律により外国
(16) 71 
実定法講義受講者の習熟度向上のために
人に地方参政権を与えることは，国民主権の原理に反して許されない。 /(23)外国
人は重要な権限を直接行使する国家公務員になれない。/(24)税理士会が特定政治
団体への政治献金のために，会員から特別会費を徴収することは認められない。/
(25)不敬罪は天皇に対する公然侮辱罪である。 /(26)民事裁判権は天皇に対して
及ばない。 /(27)裁判所は原則として，高度の政治性を持つ条約が合意か違憲かを
判定できない。/(28)通信線は自衛隊法121条の防衛用器物に該当しない。(29)平
和的生存権は原告適格の基礎にしかならない。/(30)一般会社は政治献金をするこ
とができない。
|以下の問題は解答用紙の裏面に解答欄を作って答えなさい|
IV 次の文は，日本国憲法の一部分です。空欄(1)と (2)に入るべき雷葉を答えな
さい。
「前項の目的を遥するため，陸海空軍その他の (1)( )は，これを保持しない。
国の (2)( )はこれを認めない。j
V 次の(1)と (2)の，ふたつの言葉の意味を1-"'2行程度で簡潔に説明しなさい。
(1)法実証主義 (2)夜普国家
VI r砂川事件Jとは，いつ(いつごろ)の，どこでおきた，どのような事件であり，
またその裁判では，憲法上のどのような論点が争われたのかを， 3-""4行程度で簡
潔に説明しないさい。
VlI (1)日本国憲法の第10章の表題を答えなさい。
(2)日本国憲法の第10章は第何条から始まっているか答えなさい。
刊の答え方の見本:盤ιあなたが， r日本国憲法の笠i主の表題を答えなさ
いjとたずねられたら， r天皇Jと答えてください。また，仮にあなたが， r日
本国憲法の第1章は第何条から始っているか答えなさいJとたずねられたら，
「第1条Jと答えてください。
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テープラーで，通常は夕食後に 1時間強の時間をかけて綴じている。
C) 解答用紙
解答用紙としては大学で発注したテスト用の汎用マークシート用紙
(OMR用紙:資料 (7-A)参照)を利用している。この用紙は，表面では，
最大60問の出題が，また各聞について選択肢を最大10コまで設けること
が可能であり，また裏面では，これが横罫の引かれた面になっている(資
料 (7-B)参照)ため，このスペースの範囲で記述式出題が可能である 0
4 実施
小テスト当日は，通常の講義を前半の40分間程度で終え，その後を試験
にあてる。例年， 2人の大学院生の助力を得て3人で実施しているが，本年
度は人が見つからず，第2固までは，いずれも 1人だけの補助者と出題者
の2人で小テストを実施した。
毎回，試験実施に先立ち，解答の際の注意などを行い，その後，先に問
題冊子，後に解答用紙の順で配り，それらが全員に届き，しかも解答用紙
への学生番号等の記入が終わったことを確かめたうえで， 15分ないし20
分間の試験を開始するo
時間終了後，ただちに解答用紙を回収する。試験後に学生が自己採点を
する都合などを考えて問題冊子は回収していない。
5 採点・成績発表・成績管理
(1) 裏面の採点
回収した答案は，まず記述式の解答の脅かれた裏面の採点を行う。裏面
の出題も，学生番号のーの位の数にしたがって異ならせておくのが一般で
あるため，この採点作業に先だって，答案を手作業で区分けしている。な
お，採点を終えて出た成績の数字を裏面下部の欄(資料(7-B)参照)に採
点者がマークしておくと，そのマークは機械で読み取ることができる。
(2) 答案の読み取り
裏面の採点、をすべての答案について行った後，答案用紙を自動読み取り
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機 (NCS社製のupScan10をScanTools For Windows Ver 1.6という
ソフトと組み合わせて利用)にか砂て，表面については答案の内容を，裏
面については得点の数字に対応したマークを読み取らせる。この作業の結
果は答案デ}タとしてフロッピーに移す。
(3) 正解データの作成
出題番号順に各問題の正解番号と配点を記入し，しかもそれを学生番号
のーの位の数ごとに 10パターン(実質的には5パターン)作成する。
(4) 機械による採点(表面)と，裏面成績，合計成績の算出等
学生の答案データ (2)と正解データ (3)をサーバに送り，マーク解答部
分の採点を行わせるとともに，その採点結果(表面成績)，裏面成績，さら
にこれら両者の合計として全体の成績を出す。
もちろん，このようにして採点作業ができるのは，そのような作業を命
じるソフトウェアがあってのことだが，このソフトウェア自体は，本務校
の専門職員に作ってもらったものである。
(5) 発表用成績一覧の作成と掲示
(4)の結果を加工して，受験したすべての学生について，学生番号，合計
成績，表面成績，裏面成績を学生番号順に一覧表にしたもの(資料 (8)参
照)を作成し，掲示板に掲示する。
(6) 成績の管理
各国の成績を表計算のフォーマットにして整理し，いくつかの統計的な
調査を行うとともに，各登録者ごとに実施回数をかさねる毎に，各国成績
を追加し，全体として全5回の小テストの成績を集約する川。こうした作業
の結果判明する各国の欠席者については，受験したかどうかを確定し，間
違いのある場合には本人に不服申し立ての機会を与える，という趣旨で，各
国の成績発表の際に，その氏名を発表している白
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IV 残された課題と今後の展望
(1) 問題の精選
どのような事柄が，初学者にとって最も重要な憲法学の項目なのか。こ
の観点から問題の内容を一層精選していくことがひとつの課題となるが，
こうした作業については，学内外の憲法担当者あるいは低学年法学科目担
当者と相談する余地があるはずである。
また，小テストとして出題するにあたっては，どのような出題形式にす
ることが，採点作業等での出題者の負担を過大にしないままに，他方で，受
験者の習熟度の一層効果的な向上に結びっくのかについても検討されなく
てはならない。
(2) 成績発表の方法
これも既述のとおり，毎回の小テストの後，各人の成績を，学生番号，総
合点，マークシート部分の得点，記述式部分の得点、をー欄表(資料 (8)参
照)の形にして掲示板で発表している。たしかに，こうした発表の形態は，
プライパシーの観点から問題なしとは言えないが，これにかわる方法を見
出せないために，この形を続げている。担当教員の負担を過大にしないま
ま，一人一人に各人の成績だけを伝える方法があれば，それがより好まし
いことは確かであり，具体的な方法が検討されなくてはならない。
(3) 教員の負担軽減
現在の小テスト実施にあたっては，そのほとんどすべてを科目担当者で
ある教員が一人で行っているo しかし，その作業内容に着目すれば，問題
内容の確定，あるいはせいぜい問題文の原稿をつくるところと，記述式問
題の採点を除けば，作業手順等をある程度承知した者であれば誰でもでき
る作業であるo
また，小テストの実施時間帯も，体制さえ整えば，例えば，放課後の時
間帯など通常講義の時間外に移すことも可能なはずであるo こうしたこと
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資料 (8) 成績発表用一覧表のモデル
2000憲法小テスト(第N回)成績
学生番号 成締 表 裏 学生番号 成制 表 裏 学生番号
0031・ 98 78 20 0031・ 81 64 17 0031・
0031・ 48 48 。0031・ 89 74 15 0031・
0031・ 57 54 3 0031・ 92 72 20 0031・
0031・ 72 66 6 0031・ 95 78 17 0031傘.
0031・ 92 78 14 0031・ 82 68 14 0031・
0031・ 67 64 3 0031・ 98 78 20 0031・
0031・ 88 76 12 0031・ 77 68 9 0031.・
0031・ 70 64 6 0031・ 59 56 3 0031.. • 
0031・ 78 72 6 0031・ 76 70 6 0031・
0031・ 69 66 3 0031・ 77 68 9 0031傘.
2000・・・.. 
成翻 表 裏
100 80 20 
94 78 16 
81 72 9 
84 72 12 
72 66 6 
63 60 3 
88 76 12 
85 76 9 
90 78 12 
85 74 1 
が実現すれば，現在は，年間4...5回行っている補講を半減させることもで
きる。
実定法の多人数同時受講講義科目において小テストを導入することの意
義が十分に理解され，担当教員が小テスト導入を望む場合，その実施を補
助する常勤や非常勤の職員が大学によって配置されるということになれ
ば，教員にとっての運営の負担は大幅に軽減されるはずである。理想的な
形は，常勤職員を配置するとともに，大学院生などを非常勤職員として大
学が雇うことであろう 1九
また仮に，こうした制度改革が短時日中に実現しない場合であったとし
ても，採点作業の際に必要とされる操作をより簡便化し，また採点作業の
最初の指示だけで，最終的に必要な文書が，指定したフォーマットで出力
されるように，いっそうソフトウェアが改善されることが望まれる 13)。
これに対して，小テストの内容などについては，既述のように他の大学
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の教員と共同で開発し，問題作成，採点等の作業など共同で行う可能性も
ある。ただし，こうした共同実施については，その前提として，ある程度
までの講義運営や教材についての共通化が必要になる。
V まとめにかえて
本年度すでに実施した 2回の小テスト(第1回・5月19日，第2回・6月
16日実施)の結果を概観すると，次のとおりとなった。
全体の成績をみると，第1回の結果は許容範囲だと考えている。これに
対して，第2回には問題がある。欠席者が増えた(その一つの理由は，注
9)で触れたとおり，試験当日が学内の重要な課外活動行事の日程とぶつ
かったということである)うえに，成績が第1回に比べて大幅に悪化して
いる。これは，記述式問題の数を増やした結果だと思われるが，とにかく
全体の成績が第2回のようなものであっては，小テストのねらいを実現す
ることが難しくなってしまう。他方で，正当理由のある欠席者に対しては，
そうした欠席が一度だけの場合，受験した 4回の総得点を4で割った成績
を，一般の場合の5回分の平均と同等に扱っている(資料 (1)参照)。そ
うであれば，このままでは，正当理由で欠席した者が，出席して受験した
者よりも実質的に有利になってしまいかねず，しかも当日正当理由での欠
席者が多いということからも，第2回については，記述式問題の配点を下
げ，反対にマーク式の配点を上げて，成績を付けなおす必要があるのかも
知れない。
このように第2回小テストの一つの実例からもわかるとおり，負担軽減
を心がけてはいても，小テストの運営をしていて，面倒なことをすっかり
回避することはできない。したがって，小テストの導入は，効果に見合わ
ない過大な負担を教員に課すものとの批判があり得る。しかし，わたしと
しては，なお，学生や，特に学生の親のことを想いながら，小テストを投
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第l回 第2回
受験資格者数 418 418 
受験者数 401 375 
90点以上の者 108 5 
80点以上の者 277 76 
平均点 81.91 68.13 
欠席者 17 43 
欠席正当理由申告者 8 17 
L.・E・-
げださず，今後も工夫を続け，効果を増大させっつ負担の軽減をはかって
いきたいと考えている。小テストを投げ出さないと考えるのは，なお現在
の大部分の学生について，彼らや彼女らが， 400万円ほどの大金を投じ， 4 
年もの年月を費やしながら，学問についてはもちろん，自分で考えたり，調
べたりするという基本についてもほとんど何も身に付けずに教員であるわ
たしの前を通りすぎてしまっている，とわたしが認識し，これをこのまま
に放っておくのは学生に対しても，親に対しても申し訳ない，と感じてい
るからである。
この小文は，ご覧のとおりのもので，素人がはずかしい手の内を曝け出
したものでしかない。ただ読者には，このようにノートとしてまとめた真
意を汲み，率直で具体的な批判をいただげればと願っているが，はたして
批判に値するものと考えていただけるであろうか1九
1) 現在にいたるまで，日本の各法学部に在籍する学生の学力を測定する客観的な
指標はないようである。したがって，入学後の学力ではなく，受験産業(ここ
では「代々木ゼミナールJ)の提供する，入学難易度といわれる数字(出典:JEC
日本入試センタ一発行 r2001年度大学入試・代ゼミデータリサーチJvol.lで，
数字はこれが多いほど入学が難しいことを示している)を間接的な資料として
示せば，筆者の本務校，東北学院大学の法学部は「入試科目数むという区分の
中で，ランク 52とされ，同一ランクには，北海学園大，創価大，東海大，神奈
川大，京都産業大，福岡大などが並んでいる。なお，同一資料で「入試科目 3J
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の私大法律学科等のランク別分布をみると，ランク 65以上は2つ， 60~64 は 7
つ， 55--59は12，50"，54は15，45~49 は 15，そして 38--44 は 5 つとなって
いる。各受験産業ごとに，データの基礎とした主催模擬テストの受験者層の違
い等々から，こうした数字には当然ながら差異がある。例えば，河合塾系の
[2000年度大学入試結果追跡jによれば，東北学院大学法学部合格者が，高校3
年の 7月・ 11月実施の河合勤系記述式模試でとった偏差値の平均は 51.5であ
る一方，上の北潟学園大をはじめとする 6大学法学部の数字はそれぞれ， 50.3， 
53.5， 51.0， 52.9， 50.2， 53.0である。いずれにせよ，筆者本務校法学部学生の学力
水準が， r全国の私大法学部の学生全体との比較で中程度jのもののようである
ことを了解いただければ十分である。
2) 受験産業の提供するデータによれIf，大規模な受験者減の結果，実質倍率が
1.2倍以下になるなどした，受験しさえすれば必ず合格する学部や学科がすで
に全国的にかなりの数にのぼり，その中にはいくつかの法学部や法律学科も含
まれている。筆者の勤務する法学部は，現在までのところ，一般入試でも 3倍
程の実質倍率を維持し，近年の受験者漸減の中で， 2000年度一般入試(前期)に
ついては前年比一割五分増となった。しかし，今後の確実な展望は見えていな
l.-)。
3) 小テストの年間回数を徐々に増やし，現行のように 5回としたのは 1995年度
以来である。
4) 東北学院大学は，学部にあっては，文学・経済学・法学・工学・教養学の5学
部，全11学科を，また大学院にあっては，すべてについて後期課程までの，文
学・経済学・法学・工学・人間情報学の5研究科，全 10専攻を置き，大学院生
を含むその全学生数は 13，436人 (2000年5月1日現在)である。
5) 憲法学の専門家である若い同僚の西村枝美氏とは，r憲法一部Jの講義内容を本
文記載のとおりとしたうえで， r憲法一部Jへの名称変更と同時に創設された新
科目 f憲法二部J(2年生配当・4単位科目)については，すでにひととおり憲
法の勉強をした学生を対象にした特色のある講義を行うということで合意し
ている。
6) これらの教材には，受講者全体の学力を考えるといささか難しすぎるものもあ
る。しかし，多数の学生が公務員志望で現に多数が公務員となっていること
(2000年3月の法学部卒業生で公務に就任したのは国公立の学校教員を除いて
44名である)，いったん購入された教材は一般に卒業まで使われることなどを
考慮して，本文に世いた教材を教科書，参考書等として指定している。なお，東
北学院大学生活協同組合の報告によれば，この4月に特設会場で販売された実
数は，上記の教科書407柵，判例集380冊，小六法と小辞典はいずれも 400冊
である。
7) 再履修者にも受験を認めた場合，教室の席数から実施が困難になりそうになっ
た昨年度からこのような扱いとしている。条件が許せば，再検討すべき事柄で
あろう。
8) 法学の勉強を希望しながら，理数系の受験科目が苦手で国公立大学に進学でき
61 
実定法講義受講者の習熟度向上のために
ない反面，親元を離れて首都圏の私大に進学できないといった事情から，自宅
から通学可能な筆者の本務校に入学する高い学力の学生(多くは女子学生)が
いる一方，基礎学力の不十分な学生も相当数に及んでいる。
9) 本年度の場合受験資格者は418人で，受験者は第1回が401人，第2回が375
人である。第2回は，重要な課外活動行事(北海学園大学との，広範な種目に
わたるスポーツの定期戦)と日程がぶつかったという事情がある。
10) 詳しく述べれば次のとおりである。学生番号のーの位の数はOから 9まで10
とおりあるので，それを小テストの回ごとに組み合わせをかえながら，2租類の
数ごとに合計5つのグループに分け，その各グループごとに5つある問題パ
ターンのひとつずつを指定して解答させている。
11) 表計算ソフト，具体的にはエクセルを使い，全5回分の成績を集約するワーク
シートに受験資格者名を学生番号とともに配列しておき，このワークシートに
各回の各受験者の成績を，関数を使って呼び集めるようにしている。
12) 筆者の本務校では，大学院生をいわゆる「ティーチング・アシスタントjとし
て採用する規程(i東北学院大学ティーチング・アシスタントに関する規程J)等
がすでに整備されている。しかし，現在の定めのままでは，わたしの担当する
iM.法一部Jのような学部生向け普通講義に閲してはこの制度を利用すること
が難しいようである。
13) 現在は，作業内容を説明したうえで，ソフトウェアの再製作を引き受けてくれ
る専門家を探している途中である。今回のソストウェア製作費用については，
本務校の設置法人から特別研究経費の一部として補助が予定されている。
14) なお，小テストの内容としてすでに紹介したとおり，このテストでは， i日本国
?革法J，学生向け判例集，さらに教科書だけしか対象にできていない。しかし，
日本国懲法に限らない法令の探し方や読み方，判例紹介誌や公式判例集を活用
した必要な判例の探し方や判決文等全文の読み方，さらに，雑誌論文や関係資
料の探し方や読み方なども学ばせる必要がある。小テストでは手のとどかな
かったこうした目標の達成のために，わたしは，従来も試験的に出していた「課
題Jを，本年度から本格的に.i憲法一部j受税者を対象に年間5回の予定で出
すことにした。こうした「課題Jについてであれば，教材の共同化などの必要
の程度も低く.i小テスト」と比べて他大学の同業の方々との共同開発も，より
易しいのではないかと想像している。「課題」についても語りたいことは多い
が，その詳細はあらためて別に報告をしたい。
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